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島高だより 
平成 28 年８月号 
（通巻第 125 号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

２日（金）振替休日 

３日（土）青楓祭(文化祭) 

(10：30～本校体育館) 

４日（日）青楓祭(文化祭)終日

５日（月）振替休日 

７日（水）振替休日 

８日（木）青楓祭(体育祭)予行 

10 日（土）青楓祭(体育祭)設営 

11 日（日）青楓祭(体育祭) 

陸 上 部 

第 71 回国民体育大会 長崎県予選大会

少年 A  男子 5000ｍ  第１位 近藤 亮太                         

 少年共通 女子 1500ｍ 第２位 城谷 桜子 
 

合 唱 部 

第 54 回長崎県高等学校音楽コンクール 
 銀賞  鶴田 賢一郎  

 銅賞  勝井 海道 宇土 明日菜 

原 三朗 一ノ瀬みどり 片山 晴香 

弁 論 

           最優秀賞 田島 萌々香 

剣 道 部 

第２位 少年男子  

テニス部男子 

                      

１年男子シングルス 第３位 入江 敦也 

   

  男子ダブルス   第３位 苑田・菅藤組 

                          

 

チームワーク 

     

 

校長室  

校  長 野 田  定 延 

     この夏休みは、様々な場面で皆さんの「チームワーク」のすばらしさを感  
一番強くそのよさを感じたのは、７月２８日の学校説明会です。一人でも多くの中

学生に島高の魅力を伝えようと、多くの生徒諸君が一生懸命に取り組んでくれたからです。
司会・進行の放送部、オープニング演奏の管弦楽部、学校紹介をした生徒会、作品展示の美
術部、学習内容を楽しく紹介してくれた理数科、エンディング演奏の合唱部、そして炎天下
に駐車場で車の誘導をしてくれた野球部、また、その後の部活動体験に参加した中学生のお
世話をしてくれた各部の皆さん。私は、関わってくれた皆さん全員が知恵と力を結集し、島
高の魅力を伝えるという同じ目標に向かって全力で頑張っていた姿にとても感心
 私の好きな映画に「アポロ１３」があります。月面着陸を目指したアポロ 13 号爆発事故
の実話に基づく作品です。アポロ１３号は、月に到着する直前に酸素タンクの爆発により船
内が酸素不足に陥ります。月面着陸どころか地球帰還さえできないかもしれないという重大
事態です。地上では、関係者が集められ対策が練られます。限られた資源と時間を使って奮
闘した乗組員と管制センターの連携により、最終的には、乗組員３人全員が無事に地球に戻
ってくるというストーリーです。一見解決できそうにない問題に、チーム全員がよりよい方
法を求めて知恵を出し合い、粘り強く取り組んで解決していくところに感動しました。宇宙
船の乗組員、地上のスタッフ、帰還を待つ家族たち、その全ての人々の目的はただ一つのこ
とでした。それは、乗組員全員を生きて地球に戻すことです。同じ一つの目的に向かって、
全員が全力で突き進むとき、そこには揺るぎないチームワークが生まれるのです。 
 ２学期は、文化祭、体育祭などの行事や部活動の大会が目白押しです。行事や試合では、
クラスとして、部として、体育祭の班として、みんなで知恵を出し合い、よりよいものを追
求していって欲しいと思います。もちろん３年生は、高校生活で最も勉強しなければならな
い時期です。「受験は団体戦」という言葉があります。志望校合格という同じ一つの目標に
向かって、お互いに励まし合いながら、全員が全力で突き進んでください。成長のきっかけ
がたくさんある２学期です。「チーム島高」の「チームワーク」が、さらによくなることを
期待します。 

■剣 道 部 

全国高等学校総合体育大会 

男子団体 ベスト 16    
第８９回玉竜旗高校剣道大会 

男子団体    準優勝 
 優秀選手賞  松﨑 賢士郎 
 優秀選手賞   
 敢闘賞 黒川 雄大  
女子団体    ベスト 16  

■レスリング部 

全国高等学校総合体育大会 

団体   第５位 
男子個人 55kg 級 第３位  金子 功誠     

              84kg 級  第３位  大津 拓馬 
              96kg 級 竹内 裕哉    

 

◆生徒感想より  
 

・映像を見て、改めて戦争は恐ろしいものだと思いました。

原爆だけでなく「無差別攻撃」「ホロコースト」といった

言葉がこの世界に生まれてしまったこと自体が間違ってい

るのだと思います。今回の学習で、自分たちにとって「当

たり前」になっている平和がとても貴重なものなのだと再

認識しました。 

・特攻隊の人の手紙には「命を国のために使うことができ

て幸せだ」とありましたが、その家族はどんな気持ちだっ

たのだろう、と心がひどく痛みました。 

・今までの平和学習では、専ら日本側の視点からしか学ん

できませんでしたが、今回の映像でアメリカ人の兵士も、

大戦時に嫌な思いをしていたことが分かりました。戦争は

本当に人を苦しめるだけのものだと強く感じました。 

・最近テレビで、憲法の改正や様々な法案に関する話をた

くさん聞きます。ほんの数十年前にこんな出来事があった

のなら、決して今の自分たちにとっても他人事ではないの

だということがわかりました。 

８月９日（日）、被爆県・長崎県民の一人として、被害に遭われた方々を追悼し、

平和の意味を真摯に考え直すことを目的に、平和学習を実施しました。 

 前半では、第二次世界大戦での市民への無差別爆撃の様子や、原子爆弾で焼け野原

となった広島・長崎の映像を見て、平和の尊さについて考えました。 

 後半は生徒会の代表生徒が「島高平和宣言」を読み上げ、原爆が投下された１１時

２分に、犠牲者の方々を悼み、全員で黙祷を捧げました。 
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８月９日（火）、被爆県・長崎県民の一人として、被害に遭われた方々を追悼

し、平和の意味を真摯に考え直すことを目的に、平和学習を実施しました。 

ドキュメンタリー「日本はなぜ戦争へと向かったのか」鑑賞後、生徒会の代表

生徒が「島高平和宣言」を読み上げ、原爆が投下された 11 時２分、犠牲者の方々

を悼み、全員で黙祷を捧げました。 

 ◆生徒感想より 
 
・戦争が始まるまでの経緯は知らなかったので、興味深く視聴した。日本人

の集団・組織を重んじるところと、世間体を気にしすぎるところが仇となり、

リーダーたちが勝ち目がないとわかっていて開戦に踏み切ってしまったの

は、本当に愚かしいことだと思った。 

また、国民や若い軍人たちが無知であったことも、国を戦争に駆り立てる

ことに繋がってしまった。私たちはこれから、社会で起こっていることを正

しく理解し、間違った方向に扇動されることがないように、1 人ひとりが心

がける必要があると感じた。 
 
・目的を定めないまま会議を進め、様々な責任から逃れるために決定先送り

という形で現実から目をそむけ、結局リーダーたちは自分以外の誰も守るこ

とができていなかった。リーダーに必要なのは状況を的確に見極めたうえで

目的を定め、そのための最善の方法を勇気をもって実行することだと思った。 

 

12 日（月）振替休日 

13 日（火）大掃除後、授業 

17 日（土）進研マーク模試（３年）

     進学ゼミナール  

23 日（金）学級役員任命式・国体壮行会 

     定期考査時間割発表（全学年） 

     部活動休止(～10/5) 

24 日（土）土曜講座(全学年) 

28 日（水）読書感想文コンクール 

30 日（金）学年末考査(３年) 

中間考査(１・２年)(～10/5) 

■放 送 部 

ＮＨＫ杯全国放送コンテスト 
  奨励賞 「楓たちの日々」 

 朗読部門    第 3 位 坂田 美穂  
 
■囲碁愛好会 

全国高等学校総合文化祭 

囲碁部門  優 勝  松本 直太 
   

               準優勝 松本 直太 
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今年度で 35 回目を迎える夏季学習合宿は、本校の長い伝統の中でも「自学」と並び、学習面

の重要な柱となっています。そこで「自主的計画のもとに自学自習の態度・習慣を身につけ、

集中力・持久力を養い、自己の限界に挑戦する」を目標に７月 28 日（木）から８月３日（水）

までの６泊７日の日程で行いました。 

215 名の参加者で一斉学習、集団生活を送ることで、お互いが仲間を尊重し、ときには刺激し

合いながら１日 11 時間の学習に取り組むことができました。この合宿を通して、受験生として

の意識をさらに高め、これからの学習の指針もつかむことが出来たと思います。２学期が始ま

りました。69 回生がそれぞれの進路実現に向けて、さらなる成長を遂げてくれることを期待し

ます。 

■生徒感想より 
 

○受験に対するこれまでの自分の考えは甘かったことを痛感した。 

目一杯勉強して初めて、時間が足りないということに気付いた。 

○日が経つ毎にすぐに時間が過ぎるような気がして、集中していると

時間がとても短く感じられることがわかりました。 

○仲間の勉強方法や時間の使い方を知ることができ、参考になった。 

○苦手な科目の質問に行き、基本的な問題を早く、正確に解けること

が今は大事だと教わり、勉強のやり方が分かった。 

○学習合宿は終わったけれども、大切なのはここからだ。第一志望に

絶対合格する。 

３学年主任 田中 丸栄 

7 月 22 日（金）、悪天候のため延期されていた理数科１年生

の有家川実習が行われました。有家川の水質調査を通して地元の

環境を知ることが大きな目的です。 

環境アドバイザーの小川保徳先生に講師をお願いし、午前中に

有家川へ出向いて川底の生物を採取しました。想像以上に多くの

生物が見つかり、生徒たちは驚いた表情をしていました。 

 その後、学校に持ち帰り顕微鏡で指標生物（水質の程度を判定

する生物）の種類や数を確認し、現在の有家川の水質について講

義を受けました。知識と同時に、地元の自然についての環境意識

も高まり、生徒一人ひとりにとって自然の大切さを学ぶ、よい経

験となりました。 

 

理数科主任 植松 耕平 

◆文化祭 …９月３日（土） 10:00～10:30 中学生向け学校説明会 

◆文化祭 … ９月３日（土  10:30～   開会（本校体育館） 

◆文化祭 …９月４日（日）  9:30～       文化部発表（文化会館） 
 
 島原文化会館大ホール、本校体育館、本校校舎にて各種展示や発表が行わ

れます。１・２年生の各クラス、放送部、茶道部、文芸部、管弦楽部、合唱

部、語学部や理数科のステージ発表は 美術部、 

写真部、理学部、文芸部、美術科などによる展示も行います。 

特別企画・有志による「島高音楽祭」も必見です！ 

 
◆体育祭 …９月 11 日（日） 9:00～ 開会（本校グラウンド） 

 本校グラウンドにて開催

クラス縦割り班別対抗で、伝統の島高魂をお見せします！ 

 

  

 ８月８日（月）、理数科２年生の大学研修として、長崎県立大学 

シーボルト校に行ってきました。生徒達は『①ラットの解剖実験』 

『②カビの観察』『③エネルギー代謝と健康度評価』の３つの班に 

分かれて実験・実習を行いました。高校ではできない専門的な内容 

を、大学生に手伝ってもらいながら、楽しく学ぶことができました。 
 
生徒感想より 

・ラットの解剖実験をしました。将来医療関係の職に就きたいと思っていたのでもともと解

剖には興味がありましたが、実際に体験してみないと分からないことがたくさんあり、貴重

な体験になりました。 

８月１日（月）、今年度が初の取り組みとして、理数科２年

生が島原市立第一小学校の児童に対して

これは小学生の希望者（31 名）に対して生徒が先生役にな

り、理科の楽しさを伝えようという取り組みです。当日は「じ

ょぼじょぼ（水の実験）」「ぴかぴか（光の実験）」などの５

つの実験をしました。どの実験にも小学生は楽しそうに取り組

み、理科への関心が深まったようでした。 

 生徒感想より 

・なかなか練習通りに行かない部分もあったが、子どもたちの

喜ぶ表情が見られて良かった。来年以降も続けていきたい。 

 


